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下の図１に示した立体ＡＢＣＤ―ＥＦＧＨは、１辺の長さが８ｃｍの立方体である。
辺ＥＦおよび線分ＥＦをＦの方向に延ばした直線上にある点をＰとする。 

（１）
下の図２は、図１において、点Ｐと頂点Ｂ、頂点Ｂと頂点Ｇ、頂点Ｇと点Ｐを
それぞれ結んだ場合を表している。 

① 点Ｐが辺ＥＦ上にあり、立体Ｐ―ＢＦＧの体積が立体ＡＢＣＤ―ＥＦＧＨの体積の
　１/10 倍になるとき、ＥＰの長さは何ｃｍか。 
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②下の図３は、図２において、ＥＰ＝４ｃｍのとき、線分ＢＧ上にあり、頂点Ｂ、頂点Ｇのいず
れにも一致しない点をＱとし、点Ｐと点Ｑ、頂点Ｃと点Ｑをそれぞれ結んだ場合を表している。
ＰＱ＋ＱＣの長さが最も短くなるとき、△ＰＱＧと△ＢＱＣの面積の和は何ｃｍ 2 か。
ただし、答えだけでなく、答えを求める過程が分かるように、図や途中の式などもかけ。 

（２） 
下の図４は、図１において、ＥＰ＝24 ｃｍのとき、辺ＣＤ、辺ＡＥ、辺ＦＧの中点をそれぞれＬ、
Ｍ、Ｎとし、辺ＣＧ上にあり、頂点Ｃ、頂点Ｇのいずれにも一致しない点をＩとし、点Ｍと点Ｎ、
点Ｎと点Ｐ、点Ｐと点Ｍ、点Ｌと点Ｍ、点Ｌと点Ｎ、点Ｌと点Ｐ、点Ｉと点Ｍ、点Ｉと点Ｌ，点
Ｉと点Ｐをそれぞれ結んだ場合を表している。
立体Ｎ―ＬＭＰと立体Ｉ―ＬＭＰの体積が等しいとき、ＩＧの長さは何ｃｍか。
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＠検証用＠
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